
国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議
展示・学習等ワーキンググループ（第２回）

国立公文書館における情報交流機能に係る
現状及び今後の取組等について

独立行政法人国立公文書館
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資料２



情報交流機能の将来イメージ

①情報発信の強化
・ターゲット、目的を明確化した戦略的な広報のさらなる強化
・SNS等、最新技術の積極的な活用/マスメディアの活用

②館と利用者、館の利用者同士の交流促進
・メンバーシップ制度（友の会）の充実等による館と利用者、及び利用者同士の交流の推進
・交流のための施設（セミナールーム、カフェ等）やツールの整備
・外国人を含めた多様な来館者へのサポート体制の整備

③国内外の関係機関等との連携によるセンター的機能の推進
・地方文書館や関係団体との情報ネットワークの構築、情報交流の拠点整備
・館の諸活動（受入、保存・修復、利用、展示、学習等）における外部機関の活用、連携構築
・国際的な公文書館活動、海外の公文書館との連携強化

国立公文書館の社会的認知度をより高める必要性

□ 我が国の歴史を伝える重要な公文書を保存し、利用提供する責務を負う機関として、知的資源としての
公文書が社会に有効に利活用されるよう、自らの存在について広く発信し、理解の促進を図る

□ 活動の各フェーズにおける外部との連携を通じ、公文書の保存・利用に係る多角的な情報交流の拠点
としての役割を果たす

＜目指すべき情報交流機能の在り方＞

国立公文書館の機能・施設の在り方に関する基本構想（平成28年3月31日）より

＜今後の展望等＞

広報、国内外の関係機関との連携推進のための専門スタッフの任用、情報交流に関する外部専門
家の活用等による体制強化
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＜体制強化＞



情報交流機能に関する取組の現状

◆実施状況

○ 各種媒体を通じた情報発信、ターゲット・目的に応じた

戦略的な広報
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Twitter

国立公文書館ニュース
（年4回発行）

公文書等の作成や保存
に直接関わる層

（ex.公官庁、地方文書館等）

公文書等の利用を
必要とする層

（ex.研究者、専攻の学生等）

公文書館の認知度は低いが歴史
や政治に興味のある層

（ex.歴史愛好家、教育関係者、
知的学習ニーズの高い生活者）

公文書館を認知しておらず、
関心も薄い層

（ex.一般生活者、学生）

○友の会

○デジタルアーカイブ
○館利用ガイド

○館内見学ツアー
○特別展・企画展
○デジタル展示
○講演会等
○公文書館ﾆｭｰｽ○館ホームページ

（総PV数：約11万5千件/月）

○館Twitter
○新聞・情報誌
○地下鉄駅構内広告

○北の丸（研究紀要）

○アーカイブズ

（ﾌｫﾛﾜｰ数：31,724人
※平成28年10月末時点）

（web情報誌）

地下鉄駅構内広告（特別展）



情報交流機能に関する取組の現状
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○ 「国立公文書館友の会」

平成27年９月、登録者に展示・イベント等の情報を提供
することで国立公文書館の積極的な活用等につなげる
ため発足（登録者 907人（平成28年10月末時点））。国立
公文書館と利用者の交流等のさらなる活動の展開に向
けて会員向け企画等を実施。

◆体制 （本館）

＜広報＞５名（広報専門官１名、公文書専門員１名、専門調査員１名、期間業務職員２名）※見学等の他業務と兼務

＜連携＞４名（公文書専門官１名、公文書専門員２名、期間業務職員１名）※研修等の他業務と兼務

＜国際＞３名（公文書専門官１名、公文書専門員２名）

○ 関係機関との連携協力

＜国内＞国及び地方の公文書館等の長等が参集する「全国公文書館長会議」（平成元年度～）、
アーカイブズ関係機関・団体間の連携・協力の場である「アーカイブズ関係機関協議会」
（平成19年度～）等を開催。

＜国際＞国際公文書館会議（ＩＣＡ）及びその同地域支部が主催する国際会議等への参加、海外
の公文書館との交流、海外からの来館者への対応などを通じて、国際的な公文書館活動
に貢献。

友の会会員向け内覧会



現在の情報交流施設等
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エントランス
休憩スペース
（１階展示会場・２階閲覧者用休憩室）

受付・グッズ販売
館広報スペース
（大型モニター・広報誌用ラック）



＜施設＞

・来館者用のスペースは、１階展示ホールに設置されたソファー・椅子及び２階閲覧者用休憩室に限

られ、面積も狭隘。来館者が快適に滞在し交流できる施設がない。

・飲料の自動販売機は設置されているが、来館者用飲食施設（カフェ、レストラン等） はない。

・エントランス・スペースは区切られておらず、１階受付・展示ホールと共通。

・特別展目録、館製作有償頒布物の販売は受付カウンターで行っており、多種多様なグッズを販売で

きる専用のショップはない。

＜設備等＞

・来館者用の洗面所・ロッカールームなどの付帯設備も不十分。

・１階中央スペースに広報誌等を置く棚を設置しているほか、大型モニターで、館紹介DVD等の動画を

放映しているものの、館の活動紹介・PRを行う専用のスペースはない。

・外国人来館者を想定したガイド、ツール等の整備が不十分。

＜体制＞

・広報の専任スタッフはおらず、職員が見学等の他業務を兼任して実施しており、広報に関する専門

知識、戦略の企画立案・実施能力等を強化する必要がある。

・友の会を発足させ、各種会員サービスを実施しているが、さらに活動を充実させ、会員数を増やすた

めに、実施体制を強化する必要がある。

・国内外の関係機関と連携し、情報交流のセンター的機能を推進するための専任スタッフが必要。

情報交流施設等に係る課題
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＜施設・設備等＞

・全ての来館者が快適に滞在できる、ユニバーサルデザインに配慮した施設づくり

・来館者同士の交流の場として利用できるスペースを提供

・来館者の交流の場となる飲食施設（レストラン、カフェ等）を設置

・十分な広さの洗面所、ロッカー等を確保

・館の役割、機能について紹介し、館のPRを行うスペースの確保

・来館者の利便性、外国人来館者に配慮した総合案内（受付）

＜体制＞

・広報の専任職員の配置や、外部専門家の活用により、ターゲット・目的に応じた戦略的な広報活動
を展開するための体制強化

・館を拠点とした交流の促進のため、館と利用者、館の利用者同士の交流の充実を図るとともに、館
に関係する国内外の関係機関との連携ネットワークを構築していくための人員の配置

情報交流施設等に係る課題への対応



情報交流業務等に必要な施設・設備

必要な施設・設備 用途 面積 要 件

共通機能

エントランス等
国立施設としてふさわしい
来館者へインパクトを与え
るようなエントランス

・来客用エントランス
・総合案内・受付
・外国語対応

500㎡

・エントランスからのスムーズな動線とユニバーサ
ルデザイン等に配慮した総合案内、受付。

・来館者の利便性に配慮しつつ、不審者等の侵入
を防ぐセキュリティ機能を整備。

共通利用施設
来館者が快適に過ごすこと
が可能な施設・設備

・レストラン・カフェ
・休憩室
・ショップ（グッズ販売）
・館PRスペース
・交流広場 等

800㎡

・資料・業務への影響の観点から、安全衛生の確
保、施設・設備の配置等に十分留意。

・レストラン・カフェ・ショップは、全ての施設来館者
が立ち寄れる場所としつつ、単独の目的での来
館も想定し、外部からも入店しやすいよう、配置・
動線に配慮。物品販売用のバックヤードも確保。

・友の会会員等、来館者が集い、交流できるス
ペースを用意。

その他機能

来館者用スペース
快適・安全に館内に滞在で
きるための施設・設備の確
保

・展示観覧者・閲覧室利用者用
ロッカールーム

・洗面所
・休憩室 等

550㎡
・ロッカールーム、洗面所、休憩室等は多数の来
館者にも対応可能な十分な広さ、数量を確保。
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